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本
稿
で
は
、
金
文
の
「
易
」
字
を
例
に
と
っ
て
、
金
文
學
の
資
料
や
ツ
ー
ル
を

使
用
し
、
字
釋
を
試
み
る
一
助
と
す
る
。

金
文
で
は
「
易
」
は
慣
用
字
で
、「
錫
（
セ
キ
・
シ
ャ
ク
）」「
賜
（
シ
）」
の
原

字
に
あ
た
り
、ほ
ぼ
「
た
ま
う
」「
た
ま
わ
る
」
の
意
味
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
異
論
は
な
い（

1
）。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
金
文
の
用
例
を
見
て
、
そ
の

こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
用
例
を
確
認
す
る
に
は
、本
號
揭
載
の
佐
藤
信
彌「
金

文
學
の
ツ
ー
ル
」（
以
下
、
前
稿
と
略
稱
）
で
取
り
上
げ
て
い
る
『
殷
周
金
文
集

成
引
得
』
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覽
で
き
る
『
先
秦
甲
骨
金
文
簡
牘
詞
彙
資
料

庫
』
を
利
用
す
れ
ば
よ
い
が
、
こ
の
場
合
、「
錫
」「
賜
」
の
原
字
で
あ
る
こ
と
が

確
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
前
者
で
檢
索
す
る
に
は
「
易
」
の
項
（
一
四
六
九
頁
、

4680

）だ
け
で
は
な
く
、「
錫
」の
項（
七
〇
九
頁
、2260

）と「
賜
」の
項（
七
二
五

頁
、2340

）
い
ず
れ
も
當
た
る
必
要
が
あ
り
、
後
者
で
は
「
全
文
檢
索
資
料
庫
」

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
三
つ
の
字
を
檢
索
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、前
者
で
は
「
易
」

の
項
に
は
「
た
ま
う
」「
た
ま
わ
る
」
以
外
の
用
例
が
擧
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

意
味
で
の
「
易
」
字
の
用
例
は
「
賜
」
の
項
に
集
中
し
て
い
る
。「
錫
」
の
項
に
は
、

「
易
」
の
橫
に
「
金
」
と
「
目
」
の
付
い
た
字
の
用
例
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

や
は
り
そ
の
字
の
持
つ
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。用
例
が
か
な
り
の
數
に
お
よ
ぶ
が
、

用
例
と
し
て
だ
い
た
い
は
、
王
や
諸
侯
・
貴
族
が
自
身
の
臣
下
に
對
し
て
、
當
時

の
貴
重
品
で
あ
っ
た
貝
（
子
安
貝
）・
服
飾
・
車
馬
具
・
武
器
・
金
（
銅
）・
田
（
土

地
）
な
ど
を
賜
與
す
る
と
い
う
と
き
、
ま
た
青
銅
器
を
作
っ
た
者
が
祖
先
か
ら
長

壽
や
永
命
、
全
う
な
死
を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
願
う
と
き
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
現
在
の
人
々
が
「
易
」
と
い
う
字
を
見
れ
ば
、「
エ
キ
」
と
發
音
し
た

場
合
は
「
う
ら
な
い
」、「
交
易
」「
改
易
」（
か
え
る
、
あ
ら
た
め
る
）
と
い
う
意

味
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
し
、「
イ
」
と
發
音
し
た
場
合
は
「
容
易
」「
簡
易
」（
や

さ
し
い
）と
い
う
意
味
を
想
起
す
る
の
が
當
た
り
前
の
こ
と
だ
ろ
う
。
で
は
な
ぜ
、

も
と
も
と
「
易
」
字
が
「
錫
」「
賜
」
の
意
を
も
つ
の
か
、
前
述
し
た
よ
う
に
金

文
の
用
例
で
は
確
か
に
明
ら
か
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
字
形
か
ら
見
て
そ
の
こ
と

が
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
金
文
も
も
ち
ろ
ん
古
代
漢
字
で
あ
り
、
漢
字
が
象
形
性

の
強
い
文
字
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
字
が
ほ
ん
ら
い
も

つ
意
味
、
す
な
わ
ち
原
義
を
考
え
る
場
合
は
、
字
形
を
檢
討
す
る
の
が
基
本
で
あ

る
。
そ
こ
で
、「
易
」
の
字
形
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
次
に
『
金
文
編
（
第
四
版
）』

卷
九
（
六
七
〇
〜
三
頁
、1594

）
に
載
せ
る
字
形
を
擧
げ
て
お
く
（
圖
一
）。

金
文
の
「
易
」
字

馬　
　

越　
　

靖　
　

史
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さ
ら
に
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覽
で
き
る
『
小
學
堂
文

字
學
資
料
庫
』
の
「
金
文
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
「
易
」
で
檢
索
し
て
確
認
し
て
み
る

と
、
こ
ち
ら
は
「
商
代
晚
期
」「
西
周
早
期
」
と
い
っ
た
時
代
區
分
と
と
も
に
、

當
該
字
の
出
所
、
す
な
わ
ち
『
殷
周
金
文
集
成
』
の
著
錄
番
號
が
注
記
さ
れ
て
お

り
、
も
ち
ろ
ん
も
と
の
資
料
を
あ
た
る
の
に
も
便
利
で
あ
る
が
、
字
形
の
時
代
變

遷
を
窺
う
の
に
も
便
利
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
が
「
易
」
字
と
解
釋
さ
れ
て
き
た
の
は
、
上
部
の
半
圓
形
あ
る
い

は
圓
形
の
内
部
に
點
を
書
い
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
『
説
文
解
字
』
の
表
出
字

（
小
篆
）、
つ
ま
り
『
金
文
編
』
の
欄
外
に
表
出
さ
れ
て
い
る
題
字
と
比
較
し
て
み

る
と
、
酷
似
し
て
い
る
金
文
の
字
形
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
ほ
と
ん
ど
は

點
を
付
け
加
え
な
い
形
で
あ
り
、『
小
學
堂
文
字
學
資
料
庫
』
で
商
代
晚
期
と
さ

れ
る
も
の
を
調
べ
て
み
る
と
、
す
べ
て
點
の
な
い
形
で
あ
る
。
ま
た
、「
甲
骨
文
」

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
調
べ
て
み
る
と
、
同
樣
の
結
果
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
點
は
ほ
ん

ら
い
字
形
の
構
成
要
素
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

『
説
文
解
字
』
第
九
篇
下
易
部
に
は
「
易
は
、
蜥
易
・
蜓
・
守
宮
な
り
。
象
形
。

祕
書
の
説
に
曰
く
、
日
月
を
易
と
爲
す
、

昜
（
陰
陽
）
に
象
る
な
り
と
。
一
に

曰
く
、
勿
に
从
う
と
【
易
と
は
蜥
易
・

蜓
・
守
宮
（
い
ず
れ
も
「
と
か
げ
」
あ

る
い
は
「
や
も
り
」
の
意
）
の
こ
と
で
、
象
形
。
祕
書
の
説
で
は
易
字
は
日
月
を

合
わ
せ
た
形
で
、
陰
陽
に
象
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
一
説
に
は
下
半
分
は
勿

の
形
で
あ
る
と
い
う
】。」
と
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
（
圖
二
。
大
字
が
撰
者
で
あ

る
許
慎
に
よ
る
本
文
、
小
字
は
段
玉
裁
の
注
）。

圖
二
（
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』、
經
韵
樓
臧
版
本
）
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『
説
文
解
字
』
の
撰
者
で
あ
る
許
慎
は
、「
易
」
と
は
「
と
か
げ
」「
や
も
り
」

と
い
っ
た
動
物
の
象
形
字
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
が
、
別
説
と
し
て
、
字
形
は
太

陽
と
月
を
合
わ
せ
た
も
の
で
陰
陽
に
象
っ
て
い
る
と
い
う
祕
書
（
緯
書
）
の
説
と
、

下
半
部
は
勿
の
形
（
柄
に
三
本
の
幟
が
付
い
た
「
旗
」
の
形
。『
説
文
解
字
』
第

九
篇
下
勿
部
を
參
照
）
だ
と
い
う
一
説
を
擧
げ
て
い
る
。
上
半
部
は
小
篆
で
は
日

の
形
に
見
え
る
が
、
下
半
部
は
月
の
形
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
確
か
に

形
と
し
て
は
小
篆
の
勿
に
見
え
る
が
、
日
と
勿
を
合
わ
せ
た
字
形
で
、
そ
の
原
義

が
何
で
あ
る
か
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
。

段
玉
裁
の
注
に
「
上
は
首
に
象
り
、
下
は
四
足
に
象
る
、
尾
、
甚
だ
微
な
れ
ば
、

故
に
象
ら
ず
」
と
い
う
。
と
か
げ
も
や
も
り
も
四
本
足
で
あ
る
が
、
も
し
古
代
人

が
そ
の
形
を
見
て
造
字
す
る
と
す
れ
ば
、
現
在
で
も
「
ト
カ
ゲ
の
し
っ
ぽ
切
り
」

と
い
う
言
い
回
し
が
あ
る
よ
う
に
、
特
に
目
立
っ
た
長
い
尻
尾
を
も
字
形
に
反
映

さ
せ
る
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
小
篆
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
金
文
の
字
形
で
は
、
さ
き

の
『
金
文
編
』
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
動
物
の
象
形
字
に
は
見
え
る
も
の
は

ご
く
わ
ず
か
で
し
か
な
い
。
で
は
、
も
と
の
形
と
意
味
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ

た
の
か
、
こ
う
い
う
場
合
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
『
金
文
詁
林
』
や
『
金
文
詁
林

補
』
を
紐
解
く
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、『
金
文
詁
林
』
に
引
用
さ
れ
た
郭
沫

若
の
説（

2
）を
擧
げ
て
お
く
（
圖
三
）。

圖
三郭

沫
若
は
「
益
（　
　

 

）」
の
簡
體
字
で
、「
益
」
の
字
形
を
杯
の
な
か
に
水

を
い
っ
ぱ
い
に
注
い
で
溢
れ
出
る
と
し
、
も
と
も
と
の
意
味
は
「
あ
ふ
れ
る
」
で

「
溢
」の
原
字
と
み
な
す
。
こ
れ
は
、『
説
文
解
字
』第
五
篇
上
皿
部
に
載
せ
る「
益
」
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字
の
小
篆
「　
　

 

」
の
形
（
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』、
經
韵
樓
臧
版
本
）、
つ

ま
り
皿
の
上
に
「
水
」
字
が
橫
た
わ
る
形
か
ら
來
て
い
る
。
ま
た
郭
氏
は
溢
れ
る

と
い
う
意
か
ら
增
益
の
意
が
派
生
し
、
さ
ら
に
賜
與
の
意
（
持
っ
て
い
る
も
の
が

持
っ
て
い
な
い
も
の
に
所
有
さ
せ
、
持
っ
て
い
る
も
の
に
は
さ
ら
に
多
く
所
有
さ

せ
る
）
が
派
生
し
た
と
す
る
。「
易
」
の
字
形
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、「
益
」
の
字
形

か
ら
杯
の
取
っ
手
の
部
分
と
液
體
の
部
分
だ
け
を
取
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

類
似
の
説
は
郭
氏
以
前
、す
で
に
陳
夢
家
が
唱
え
て
い
る
。
た
だ
、『
金
文
詁
林
』

に
は
陳
氏
の
説
は
收
錄
さ
れ
て
い
な
い
し
、『
金
文
詁
林
補
』に
は
白
川
靜
の
説（
林

潔
明
に
よ
る
中
國
語
譯
『
金
文
通
釋
』）
の
な
か
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
陳
説

の
出
所
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、白
川
靜
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
『
金
文
通
釋（

3
）』

を
調
べ
て
み
よ
う
（
以
下
『
通
釋
』
と
略
稱
）。
そ
の
卷
七
に
は
「
金
文
通
釋
索
引
」

と
「
金
文
通
釋
本
文
篇
索
引
」
と
が
附
さ
れ
て
お
り
、
金
文
本
文
を
引
く
こ
と
が

で
き
る
の
は
後
者
で
あ
る
。こ
れ
も
金
文
の
用
例
を
調
べ
る
た
め
の
一
字
索
引
で
、

例
え
ば
「
一
」
を
引
く
と
、「
一
人
」「
一
夫
」「
一
方
」
な
ど
、
熟
語
に
よ
っ
て

用
例
が
分
類
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
使
い
勝
手
が
よ
い
。た
だ
し
、『
通
釋
』

が
扱
っ
て
い
る
金
文
は
一
九
七
○
年
代
後
半
ま
で
で
あ
る
こ
と
、「
易
」
の
よ
う

な
慣
用
字
は
「
省
略
」
と
し
て
用
例
を
記
載
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
前
揭
し
た

用
例
を
調
べ
る
ツ
ー
ル
を
併
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
「
益
」
と
さ
れ
る
字
の
見
え
る
金
文
は
、「
德
」
と
い
う
青

銅
器
製
作
者
の
諸
器
で
あ
る
か
ら
、「
金
文
通
釋
本
文
篇
索
引
」の「
Ⅱ 

人
名
索
引
」

の
項
で
「
德
」（
十
五
畫
）
を
引
い
て
み
る
と
、「
德　

53, 54, 54a

」
と
あ
る
（
圖

四
）。

圖
四數

字
あ
る
い
は
數
字
＋
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
小
文
字
は
、『
通
釋
』
卷
七
に
收
め

ら
れ
た
金
文
（
金
文
通
釋 

本
文
篇
）
の
通
し
番
號
で
、53

は
叔
德
鮎
（
簋
）、54

は
德
方
鼎
、54a

は
德
鼎
と
德
鮎
（
簋
）
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
こ
こ
に

は
金
文
本
文
の
み
が
揭
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
通
し
番
號
か
ら
『
通
釋
』

の
白
川
の
釋
讀
本
文
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。
ペ
ー
ジ
の
左
端
を
見
れ
ば
、
い
ず

れ
も
卷
一
下
に
收
錄
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
陳
説
は53

叔
德（
癬
）鮎（
簋
）

の
釋
讀
の
な
か
に
引
用
さ
れ
て
い
る
（
五
六
三
頁
）。
し
か
し
、
當
該
箇
所
に
は

出
所
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
通
釋
』
で
は
、
各
金
文
の
釋
讀
の
冒
頭
に
「
考
釋
」

と
し
て
諸
學
説
の
出
所
が
ま
と
め
て
記
さ
れ
て
い
る
。53

叔
德
鮎
（
簋
）
の
「
考

釋
」
の
項
を
見
る
と
、「
斷
代
・
二
・
一
〇
八
」
と
あ
り
（
圖
五
）、
こ
れ
が
陳
説

の
出
所
で
あ
る
。「
斷
代
」
と
は
、
陳
夢
家
の
「
西
周
銅
器
斷
代
」
と
い
う
論
文

の
略
稱
で
、『
考
古
學
報
』
と
い
う
學
術
雜
誌
に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
二
・
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四
〇

一
〇
八
」
と
い
う
の
は
、
第
二
集
一
〇
八
頁
の
意
で
あ
る
。
第
二
集
は
『
考
古
學

報
』
第
十
冊
（
一
九
五
五
年
）
に
揭
載
さ
れ
て
い
る（

4
）。
そ
の
一
〇
八
頁
以
降
に

陳
氏
の
叔
德
（
癬
）
鮎
（
簋
）
に
對
す
る
釋
讀
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
益
」
に
關

す
る
解
釋
は
一
〇
九
頁
か
ら
始
ま
る
。

圖
五陳

氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
字
は
水
が
皿
か
ら
溢
れ
出
る
さ
ま
に
象
っ
て
お
り
、
皿

の
下
部
の
圈
足
（
高
臺
）
に
象
る
部
分
を
取
り
去
れ
ば
、
金
文
の
「
易
」
字
と
な

り
、「
益
」
の
ほ
う
が
古
式
で
、
水
が
溢
れ
出
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
增
益
」「
增

加
」
の
意
を
も
つ
と
す
る
。

「
益
」
と
さ
れ
る
字
は
さ
き
の
『
金
文
編
』
の
末
尾
に
收
錄
さ
れ
て
確
認
で
き

る
が
、
出
所
と
な
っ
た
資
料
は
『
金
文
編
』
や
さ
か
の
ぼ
っ
て
閲
覽
し
た
陳
氏
と

郭
氏
の
も
と
の
論
考
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
德
鼎
・
德
簋
・
叔
德
簋
の

銘
文
で
あ
る
。
さ
き
の
『
小
學
堂
文
字
學
資
料
庫
』
で
現
在
汎
用
さ
れ
る
著
錄
集

『
殷
周
金
文
集
成
』
の
著
錄
番
號
を
調
べ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ2405

・3733

・3942

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
い
ず
れ
も
時
代
は
西
周
早
期
）。
こ
こ
で
は
德
鼎
の
銘

文
を
擧
げ
て
お
く
（
圖
六
）。

圖
六「

益
」
と
さ
れ
る
字
は
右
の
行
の
第
二
字
目
に
見
え
る
。
意
味
は
、「
王
が
德
（
人

名
）
に
貝
二
十
朋
（
朋
は
貝
を
數
え
る
單
位（

5
））
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

德
は
先
祖
を
祭
る
た
め
に
宗
廟
に
安
置
す
る
寶
器
を
作
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
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第
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一
四
一

る
。
他
の
德
簋
は
德
鼎
と
同
じ
文
章
で
、「
益
」
と
さ
れ
る
字
は
「　
　

 

」
と
書

か
れ
、鼎
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
形
で
記
さ
れ
て
い
る（
や
や
傾
斜
が
き
つ
い
）。
ま
た
、

叔
德
簋
は
「
王
が
叔
德
に
男
女
の
奴
隷
（
？
）
十
人
・
貝
十
朋
・
羊
百
匹
を
た
ま

わ
っ
た
」
こ
と
を
記
し
て
お
り
、「
益
」
と
さ
れ
る
字
は
「　
　

 

」
と
書
か
れ
て

い
て
、
器
の
中
か
ら
液
體
が
溢
れ
出
て
い
る
さ
ま
が
一
層
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
る
。
以
上
三
器
と
同
じ
製
作
者
だ
と
思
わ
れ
る
德
方
鼎
（『
殷
周
金
文

集
成
』2661

）
に
は
、「
王　
　

   

德
貝
廿
朋
【
王
、德
に
貝
二
十
朋
を
〝
易た
ま

〞
ふ
】」

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
益
」
字
で
は
な
く
「
易
」
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
兩
字
は
ほ
ん
ら
い
同
じ
も
の
で
、「
易
」
は
「
益
」
の
簡
體
と
も
言
え
そ

う
で
あ
る
。

た
だ
、「
益
」
と
さ
れ
る
字
を
「
た
ま
う
」
の
意
味
で
使
用
す
る
事
例
は
上
に

擧
げ
た
三
器
の
み
で
、
そ
の
こ
と
か
ら
だ
け
で
も
陳
・
郭
兩
氏
の
説
に
對
し
て
反

駁
す
る
者
が
い
る
の
は
、『
金
文
詁
林
』『
金
文
詁
林
補
』
で
確
認
で
き
る
。
例
え

ば
、『
金
文
詁
林
』
所
載
の
嚴
一
萍
の
説（

6
）で
は
、
德
鼎
の
「
益
」
字
は
「
錫
（
易
）」

の
假
借
（
當
て
字
）
で
、
偶
發
的
な
現
象
で
あ
り
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

と
し
、
甲
骨
文
に
「
易
日
」
と
い
う
語
が
現
れ
、
こ
の
「
易
」
を
『
説
文
解
字
』

第
七
篇
上
日
部
の
「

え
き

、
日
覆
雲
暫
見
也
【

は
、
日
、
雲
に
覆
わ
れ
暫
く
し
て

見あ
ら
われ
る
な
り
】」
の
「

」
字
と
す
る
。
つ
ま
り
、「
晴
れ
」
の
意
で
、「
易
」
の

字
形
を
雲
が
開
い
て
顔
を
覗
か
せ
た
日
と
下
に
向
か
っ
て
射
し
こ
む
日
光
の
象
形

と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
古
代
で
は
「
易
」
字
は
橫
の
線
が
一
本
多
い

「
昜よ

う

」
字
、
す
な
わ
ち
「
陽
」
と
同
じ
も
の
と
す
る
。
張
光
裕（

7
）は
甲
骨
文
の
「
易
」

字
と
「
益
」
字
に
は
用
法
の
點
で
は
っ
き
り
と
ち
が
い
が
あ
り
、「
易
」
字
の
三

つ
の
小
點
が
下
向
き
な
の
に
對
し
て
、
さ
き
の
德
鼎
に
見
え
る
「
益
」
字
の
そ
れ

と
は
書
き
方
が
異
な
る
と
し
て
、
兩
字
は
別
な
も
の
で
あ
り
、
德
鼎
な
ど
の
「
益
」

字
は
「
易
」
字
の
假
借
（
當
て
字
）
だ
と
す
る
。

こ
こ
で
目
を
轉
じ
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
甲
骨
文
の
「
易
」
字
を
見
て
み
よ
う
。
甲

骨
文
各
字
を
調
べ
る
上
で
有
用
な
の
が
、徐
中
舒
主
編
『
甲
骨
文
字
典（

8
）』
で
あ
る
。

最
初
に
甲
骨
文
の
字
形
を
い
く
つ
か
表
出
し
、
次
に
字
形
の
分
析
と
そ
こ
か
ら
得

ら
れ
る
原
義
、
そ
の
次
に
甲
骨
文
中
ど
の
よ
う
な
意
味
で
當
該
字
が
使
用
さ
れ
て

い
た
か
を
用
例
と
と
も
に
記
し
て
い
る
（
圖
七
）。

圖
七



金
文
の
「
易
」
字

一
四
二

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
原
字
は
「　
　

」
で
あ
り
、
二
つ
の
酒
器
が
傾
い
て
注
ぎ
受

け
あ
う
形
に
象
っ
て
い
る
、
だ
か
ら
賜
與
の
意
味
に
あ
て
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
て

更
改
・
改
易
の
意
味
が
生
じ
た
、
の
ち
に
「　
　

」
と
省
略
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は

「　
　

」
の
一
部
を
切
り
取
っ
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、「　
　

」

字
の
右
側
の
器
形
の
取
っ
手
の
部
分
と
液
體
を
表
す
線
狀
の
部
分
だ
け
を
取
り
出

し
た
字
が
、「
易
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
甲
骨
文
に
は
別
に
、
片
方
の
器
を

兩
手
で
捧
げ
別
の
器
に
液
體
を
注
ぎ
流
す
字
形
（「　
　

  

」、『
甲
骨
文
合
集
』

28012

）
や
、
一
部
が
缺
け
て
は
い
る
も
の
の
片
手
が
取
っ
手
の
附
近
に
置
か
れ

て
い
る
字
形
（「　
　

 

」、『
英
國
所
藏
甲
骨
集
』477

）
が
見
ら
れ
、
と
り
わ
け

後
者
の
字
形
か
ら
考
え
る
と
、
取
っ
手
の
附
い
て
い
る
器
か
ら
液
體
を
も
う
一
つ

の
器
に
注
ぐ
と
い
う
意
を
ほ
ん
ら
い
は
表
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
注
ぐ
」

わ
け
だ
か
ら
、
上
か
ら
下
に
向
っ
て
な
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
上
位
の

者
が
下
位
の
者
に
對
し
て
「
あ
た
え
る
」「
た
ま
う
」
と
い
う
意
味
が
派
生
し
た

と
い
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
う
る
。

注
ぐ
側
の
省
略
形
が
「
易
」
字
な
ら
ば
、
注
が
れ
る
ほ
う
は
器
の
液
體
の
量
が

增
し
溢
れ
出
る
さ
ま
を
表
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、「
益
」
字
に
あ
た
る
と
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
易
」
と
「
益
」
は
も
と
も
と
一
つ
の
字
を
構
成
す
る
パ
ー

ツ
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
二
つ
の
字
と
し
て
分
化
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
甲
骨
文
に
は「　
　

」・「　
　
（
易
）」・「　
　
　
　
（
益
）」

三
字
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
、
用
法
も
一
致
し
な
い
こ
と
か
ら
、
甲
骨
文
内
に
お
い

て
は
ほ
ぼ
別
字
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

甲
骨
文
で
「
た
ま
う
」
と
い
う
意
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
數
は
少
な

い
が
「　
　
（
易
）」
字
で
あ
る
。『
甲
骨
文
字
典
』
で
は
、「
…
讀
不
葬
、易
貝
二
朋
。

一
月
」（
南
坊
三
・
八
一
）、「
庚
戌
…
貞
、
易
多
女
悃
（
有
）
貝
朋
」（
後
下
八
・
五

＝
合
集11438

）
と
い
う
用
例
が
揭
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
文
章
が
記
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
殷
代
晚
期
の
金
文
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
甲
骨

文
第
一
期
（
武
丁
期
）」
と
さ
れ
る
卜
辭
で
あ
る
。
前
者
は
最
初
の
句
は
意
未
詳

だ
が
、
次
は
「
貝
二
朋
を
賜
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」、
後
者
は
庚
戌
の
日

に
「
女
性
集
團
に
賜
與
を
行
い
貝
﹇
一
﹈
朋
を
持
た
せ
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
」
と
神
に
問
い
訊
ね
る
意
で
あ
っ
て
、
確
か
に
「
た
ま
う
」
の
意
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
。

『
甲
骨
文
字
典
』
に
よ
れ
ば
、
史
噩
尊
と
い
う
青
銅
器
の
銘
文
に
「　
　

  

」
と

い
う
字
が
あ
る
と
い
う
。
史
噩
尊
は
『
殷
周
金
文
集
成
』
で
は
器
號5960

で
（
器

怖

廛

怖

怖

怖

廛

賓
貧

廛
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名
は
史
喪
尊
）、
や
や
判
讀
し
づ
ら
い
が
次
に
擧
げ
て
お
く
（
圖
八
）。

圖
八

銘
に
は
「
史
噩
乍
（
作
）
丁
公
寶
彝
孫
子
永　
　

  【
史
噩
、
丁
公
の
寶
彝
を
作

る
。
孫
子
、
永
く
賜
ら
ん
こ
と
を
】」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
前
揭
し
た
『
殷
周
金

文
集
成
引
得
』
の
「
賜
」
の
項
を
引
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
金
文
の
用
例
、
例
え

ば
「
用
賜
永
壽
【
用
て
永
壽
を
賜
は
ら
ん
こ
と
を
】」（7,4040

）、「
用
賜
眉
壽
・

黃

・
俥
（
靈
）
冬
（
終
）【
用
て
眉
壽
・
黃

・
靈
終
を
賜
は
ら
ん
こ
と
を
】」

（8,4039-40

）
な
ど
か
ら
、「　
　

  

」
字
の
下
に
は
長
壽
・
永
命
・
よ
き
終
わ
り
（
全

う
な
死
）
を
表
す
語
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
解
せ
そ
う
で
、
銘
文
全
體
の
意
と
し

て
は
、「
史
噩
な
る
人
物
が
丁
公
と
い
う
先
祖
に
祭
祀
す
る
た
め
の
寶
器
を
作
る
、

そ
れ
に
よ
っ
て
子
孫
に
至
る
ま
で
永
遠
に
先
祖
か
ら
長
壽
や
永
命
、
よ
き
終
わ
り

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

飜
っ
て
、さ
き
の
德
諸
器
に
記
さ
れ
た
「　
　

  

」「　
　

 

」「　
　

 

」
字
は
取
っ

手
の
附
い
て
い
る
器
に
液
體
が
滿
ち
て
い
る
形
だ
が
、「　
　

 

」
の
字
形
が
示
す

よ
う
に
、
ほ
ん
ら
い
は
他
の
器
に
水
や
酒
な
ど
の
液
體
を
注
ぐ
さ
ま
を
表
し
た
も

の
で
、
郭
沫
若
や
陳
夢
家
の
よ
う
に
「
益
」
と
釋
す
る
よ
り
は
、「
易
」
と
釋
し
、

「　
　

」
は
そ
の
さ
ら
な
る
簡
化
あ
る
い
は
省
略
形
で
、
原
義
は
「
注
ぐ
」、
そ
れ

か
ら
派
生
し
て
「
あ
た
え
る
」「
た
ま
う
」
の
意
が
生
じ
た
と
み
な
す
の
が
今
の

と
こ
ろ
よ
い
と
筆
者
は
考
え
る
。

な
お
、
近
年
世
に
公
に
な
っ
た
땚
簋（

9
）に
は
、「
公　
　

 

貝
十
朋
【
公
、
땚
に

貝
十
朋
を
た
ま
ふ
】」
と
い
う
句
が
あ
り
、
趙
平
安
は
「　
　

 

」
字
を
そ
の
注
ぎ

口
を
強
調
し
た
字
形
か
ら
、「

」
と
名
づ
け
ら
れ
る
青
銅
器
の
象
形
字
と
し
、

德
諸
器
の
「　
　

  

」「　
　

 

」「　
　

 

」
と
と
も
に
「

」
字
で
、「　
　

 

」
は
取
っ

手
の
部
分
と
液
體
を
省
略
し
た
も
の
で
、「　
　

   （
易
）」
は
「

」
か
ら
分
化
し

た
字
形
だ
と
見
る（
10
）。
し
か
し
、
趙
平
安
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「

」
と
い

う
青
銅
器
が
西
周
中
期
か
ら
出
現
す
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
西
周
早
期
と
さ
れ

る
德
諸
器
お
よ
び
땚
簋
に
そ
の
象
形
字
が
記
さ
れ
る
と
い
う
の
は
解
し
が
た
い
。

前
稿
の
末
尾
に
も
あ
る
よ
う
に
、
金
文
な
ど
出
土
文
獻
・
文
字
の
解
釋
は
新
資

料
の
出
土
・
公
刊
に
よ
っ
て
そ
の
都
度
考
え
直
す
必
要
が
生
じ
る
の
で
あ
り
、
新

資
料
や
そ
れ
に
基
づ
い
た
新
説
に
對
し
て
常
に
氣
を
配
る
必
要
が
あ
る
。
絶
え
ず

ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
情
報
を
受
信
し
、
新
た
な
解
釋
を
模
索
す
る
姿
勢
が
肝
要
な

の
で
あ
る
。

註（1
）
例
え
ば
王
文
耀
編
著
『
簡
明
金
文
詞
典
』（
上
海
辭
書
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、

廛



金
文
の
「
易
」
字

一
四
四

一
九
五
頁
）
を
參
照
。

（
2
）「
由
周
初
四
德
器
的
考
釋
談
到
殷
代
已
在
進
行
文
字
的
簡
化
」（『
文
史
論
集
』、
人

民
出
版
社
、
一
九
六
一
年
。
原
載
は
『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
七
期
）。

（
3
）『
白
川
靜
著
作
集 

別
卷 

金
文
通
釋
』（
平
凡
社
、二
〇
〇
四
年
〜
〇
五
年
）。
な
お
、『
通

釋
』
は
も
と
と
神
戸
の
白
鶴
美
術
館
か
ら
發
行
さ
れ
た
『
白
鶴
美
術
館
誌
』（
一
九
六
四

年
に
始
ま
る
）
に
專
著
の
形
で
連
載
さ
れ
、
の
ち
白
鶴
美
術
館
に
よ
り
單
行
本
（
卷
一

〜
七
、
全
九
册
、
卷
七
は
一
九
八
四
年
發
行
）
と
し
て
發
行
さ
れ
、
さ
ら
に
平
凡
社
に

よ
っ
て
『
白
川
靜
著
作
集 

別
卷
』
に
收
錄
・
發
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
）「
西
周
銅
器
斷
代
」
は
の
ち
に
ま
と
め
ら
れ
單
行
本
と
し
て
發
行
さ
れ
て
い
る
（
例

え
ば
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
版
）。

（
5
）
數
の
單
位
と
し
て
の
「
朋
」
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
加
奈
「
땚
簋
」（『
漢
字
學
硏
究
』

第
二
號
、
二
〇
一
四
年
、
七
五
頁
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）「
釋
廛
」（『
中
國
文
字
』
四
十
册
、
一
九
七
一
年
）。

（
7
）「
先
秦
泉
幣
文
字
辨
疑
」（『
中
國
文
字
』
三
十
七
册
、
一
九
七
〇
年
）。

（
8
）
四
川
辭
書
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
一
〇
六
三
〜
六
四
頁
。
な
お
、
甲
骨
學
の
資

料
や
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
末
次
信
行
「
甲
骨
學
の
工
具
書
案
内
│
甲
骨
學
論
著
引
用

卜
辭
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
漢
字
學
硏
究
』
第
二
號
、二
〇
一
四
年
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
9
）
張
光
裕
「
땚
簋
銘
文
與
西
周
史
事
新
證
」（『
文
物
』
二
〇
〇
九
年
第
二
期
）。

（
10
）「《
땚
簋
》
銘
文
在
文
字
演
變
上
的
意
義
」（『
金
文
釋
讀
與
文
明
探
索
』、
上
海
古
籍

出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。
原
載
は
『
出
土
文
獻
』
第
一
號
、
二
〇
一
〇
年
）。
땚
簋
の

「　

   

」
字
の
解
釋
に
つ
い
て
は
、
注
5
齋
藤
加
奈
論
考
（
七
三
〜
七
四
頁
）
も
併
せ

て
參
照
さ
れ
た
い
。

（
立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
客
員
硏
究
員
）


